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科目名 周波数解析 

科目名（英字） Frequency Analysis 

ナンバリング 1ECA06 

年次 ２年次 

単位数 2 

期間 前期 

担当者 鎌倉 良成(カマクラ ヨシナリ)

授業のねら
い・概要

画像、音声などの信号処理や通信、計測および制御システムなど情報科学や工学において広く用いられるフーリ
エ級数、フーリエ変換、ラプラス変換の基礎的概念や計算方法について解説する。 

CSコース

スパイラル
型教育

授業計画

テーマ 内容・方法等 予習／復習

第1回

周波数
解析に
ついて
のイント
ロダクシ
ョン 

周波数解析の考え方、情報科学や工学分野
における具体的な応用事例について解説す
る。 

教科書2.1節や6.1節を読み周波数解析の
考え方について理解しまとめる（2時間）／
周波数解析の応用事例について調べてま
とめる（2時間） 

第2回

三角関
数と微積
分の復
習 (1) 

三角関数について復習し、一般の周期関数
の定義や性質について学ぶ。さらに、簡単な
コンピュータプログラムを用いて周期関数の
グラフを描画し、その性質について理解を深
める。 

教科書1.1節：三角関数および周期関数の
基本的な性質について理解しまとめる
（2時間）／授業中に用いたプログラムを活
用して様々な周期関数の特徴を調べる
（2時間） 

第3回

三角関
数と微積
分の復
習 (2) 

微積分の基本的な公式について復習する。
特に三角関数を含む関数の微積分問題につ
いて演習を行う。 

教科書1.1から1.3節：微積分の基礎的事項
について理解しまとめる（2時間）／授業終
了時に示す計算問題を解く（2時間） 

第4回
フーリエ
級数 (1) 

フーリエ級数展開の考え方について述べ、具
体的な計算例を示す。 

教科書2.1節：フーリエ級数展開の考え方
を理解しまとめる（2時間）／授業終了時に
示す計算問題を解く（2時間） 

第5回
フーリエ
級数 (2) 

第4回で学んだ周期2πの関数に対するフーリ
エ級数を一般の周期2Lの場合に拡張した公
式について述べ、具体的な計算例を示す。 

教科書2.2節：いろいろなフーリエ級数の概
念を理解しまとめる（2時間）／授業終了時
に示す計算問題を解く（2時間） 

第6回
フーリエ
級数 (3) 

複素フーリエ級数について述べ、具体的な計
算例を示す。 

教科書2.2節：複素フーリエ級数の考え方
を理解しまとめる（2時間）／授業終了時に
示す計算問題を解く（2時間） 

第7回

フーリエ
級数の
復習と演
習 

フーリエ級数の復習と基本的な問題について
の演習（小テスト）を行う。 

教科書1.1から1.3節、2.1から2.3節：フーリ
エ級数の考え方や計算法についてもう一
度復習しまとめる（4時間）／テストの問題
の解法を整理する（2時間） 

シラバス参照
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第8回 フーリエ
変換 

複素フーリエ級数展開から極限移行によるフ
ーリエ積分定理の導出、フーリエ変換、逆変
換の定義について述べ、具体的な計算例を
示す。 

教科書3.1節：フーリエ積分とフーリエ変換
の基本的な考え方についてまとめる（2時
間）／授業終了時に示す計算問題を解く
（2時間） 

第9回
離散フー
リエ変
換 

離散フーリエ変換の考え方について述べる。
さらに、簡単なコンピュータプログラムを用い
て、離散フーリエ変換の計算を行い理解を深
める。 

教科書4.1から4.3節：離散フーリエ変換の
基本的な考え方を理解しまとめる（2時間）
／授業中に用いたプログラムを活用して
様々な関数のフーリエ変換を実行する
（2時間） 

第10回
ラプラス
変換 (1) 

ラプラス変換を定義し、いくつかの具体的な
関数について計算例を示す。 

教科書5.1節：ラプラス変換の基本的性質
について理解しまとめる（2時間）／授業終
了時に示す計算問題を解く（2時間） 

第11回
ラプラス
変換 (2) 

ラプラス変換、逆変換の基本的な公式につい
て説明し、具体例を解説する。 

教科書5.1節、5.2節：ラプラス変換、逆変換
の考え方を理解しまとめる（2時間）／授業
終了時に示す計算問題を解く（2時間） 

第12回 ラプラス
変換 (3) 

常微分方程式の初期値問題のラプラス変換
による解法について説明し、計算例を示す。 

教科書5.3節：ラプラス変換の常微分方程
式への応用例を理解しまとめる（2時間）／
授業終了時に示す計算問題を解く（2時
間） 

第13回

フーリエ
変換・ラ
プラス変
換の復
習と演
習 

フーリエ変換・ラプラス変換の復習と基本的な
問題についての演習（小テスト）を行う。 

教科書3.1節、5.1から5.3節：フーリエ変換・
ラプラス変換の考え方や計算法について
もう一度復習しまとめる（4時間）／テストの
問題の解法を整理する（2時間） 

第14回 講義の
まとめ 

これまでの内容のまとめ 

教科書1から5章：フーリエ級数、フーリエ変
換、ラプラス変換の考え方をもう一度復習
しまとめる（4時間）／テストの問題の解法
を整理する（2時間） 

到達目標

(1) 関数のフーリエ級数展開の概念とその性質を理解し、具体例の計算ができる。（第1回～第5回）

(2) 複素フーリエ級数について理解し、具体例の計算ができる。（第6回～第7回）

(3) フーリエ変換の概念とフーリエの反転公式の意味を理解し、簡単な計算ができる。（第8回～第9回）

(4) ラプラス変換の定義とその性質を理解し、基本的な公式を使うことができる。（第10回～第11回）

(5) ラプラス変換の微分、積分などに関する公式が使え、線形常微分方程式の初期値問題を、ラプラス変換を用
いて解くことができる。（第12回～第14回）

(1)、(4) がミニマム・リクワイアメント(minimum requirement) 

評価方法 定期試験（70％）と小テスト（30％）で評価する。 

成績評価
基準

Ａ：到達目標（1）-（5）のすべての項目が良好な水準で達成できている。

Ｂ：到達目標（1）-（5）のすべての項目が達成できている。

Ｃ：到達目標（1）、（4）を達成し、到達目標（2）、（3）、（5）のうち2項目が達成できている。

Ｄ：到達目標（1）、（4）を達成し、到達目標（2）、（3）、（5）のうち1項目が達成できている。

Ｅ：Ｄの基準を満たさない。 

教科書

書名 著者名 出版社名

1. フーリエ解析入門 第２版 谷川明夫 共立出版 

参考書

受講心得

微積分学の知識を用いるので、勉強の途中でつねに微積分学の教科書を参照すること。また、授業終了後は、ノ
ートを確認して復習を行うこと。小テストについては授業内に解説を行うので、振り返り、知識の定着を図ること。な
お、いくつかの講義回ではコンピュータプログラムを用いた計算法についても説明する。このプログラムを随時活
用して、周波数解析についての理解を深めて欲しい。 

オフィス
アワー 月曜１限 501研究室 
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Copyright FUJITSU LIMITED 2005-2012

実践的教育 【実践的教育】（鎌倉良成）フーリエ変換，ラプラス変換を応用した研究経験を持つ教員が講義する． 
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